
大学院看護学研究科	
 

博士前期課程	
 

授業 	
 

科目 	
 
急性期看護学特講	
 

	
 Advanced	
 Critical	
 Care	
 Nursing	
 

担当 	
 

教員 	
 

江川	
 幸二	
 

（専	
 任）	
 

開講年次 	
 1 年次前期 	
 単位数 	
 	
 	
 ２単位 	
 授業形態 	
 講義・演習	
 

選択必修 	
 選	
 択	
 時間数 	
 	
 ３０時間 	
 

科目	
 

分類	
 

専門科目	
 

実践看護学	
 使用教室 	
 	
 

授業の目的及びねらい 	
 	
 

	
 	
 生命危機の状況が人間に及ぼす影響を理論的に追求し、有効なケア構築のための課題を 	
 

	
 明らかにする。 	
 

授業のキーワード 	
 	
 

	
 	
 ストレス・コーピング、危機、ケアリング、自己概念、看護倫理、急性期と日常生活、急性痛 	
 

	
 講義回数 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 授 	
 業 	
 	
 内 	
 容 	
 及 	
 び 	
 計 	
 画 	
 

	
 

第１回	
 

	
 

	
 

第２回	
 

～	
 

第３回	
 

	
 

第４回	
 

～	
 

第５回	
 

	
 

第６回	
 

	
 

第７回	
 

～	
 

第 10 回	
 

	
 

第 11 回	
 

～	
 

第 12 回	
 

	
 

第 13 回	
 

	
 

第 14 回	
 

～	
 

第 15 回	
 

	
 

	
 

	
 クリティカルケアの特徴と看護の役割	
 

	
 	
 ＜急性期看護を理解するための概念とその活用＞	
 

	
 

	
 ストレス・コーピング	
 

	
 	
 生体侵襲および急性期における心理的社会的ストレスと介護介入	
 

	
 	
 最近のストレス研究を抄読し、討議する	
 

	
 

	
 危機理論	
 

	
 	
 急性期における不安・危機と介護介入	
 

	
 	
 術後せん妄を中心に文献抄読、事例検討	
 

	
 

	
 自己概念	
 

	
 

	
 急性期におけるケアリング（文献検討）	
 

	
 	
 急性期における研究、ベナーの文献抄読を中心に討議	
 

	
 	
 ＜急性期にある患者の身体的、心理・社会的ニーズとその管理＞	
 

	
 	
 

	
 急性期と日常生活	
 

	
 	
 （活動、睡眠、食事を中心に）	
 

	
 	
 

	
 

	
 急性痛	
 

	
 

	
 急性期における看護倫理	
 

	
 	
 事例検討	
 

テキスト 	
 	
 

	
 	
 なし 	
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成績評価の方法 	
 	
 

	
 	
 プレゼンテーション(60％ )、参加態度（40％） 	
 	
 

教員から学生へのメッセージ 	
 	
 

	
 

	
 


